
（別紙１） 

「すべての子どもと子育てを大切にする社会づくりに向けて」 
― 子どもの虐待防止推進全国フォーラム in さいたま ー 

 
 

１．趣  旨 

  核家族化の進行や地域の子育て機能の低下などを背景とした養育力の不足してい

る家庭の増加などが要因となって、児童虐待に関する相談件数は増加の一途をたど

っており、その内容も専門的な援助を必要とするケースが増えています。特に子ど

もの生命が奪われるなど重大な事件も後を絶たない状況において、児童虐待問題は

依然として社会全体で早急に解決すべき重要な課題となっており、虐待の発生予防、

早期発見・早期対応から虐待を受けた子どもの自立に至るまでの切れ目のない総合

的な支援が必要です。 

  また、こうした状況を踏まえ、平成１６年度から１１月を「児童虐待防止推進月

間」と位置づけ、急増する児童虐待問題に対する社会的関心の喚起を図るため、そ

の期間中、集中的な広報・啓発活動を実施いたしました。平成１７年度においても、

引き続き、１１月を「児童虐待防止推進月間」とし各種の取組を実施いたしますが、

その取組の一環として、今年度においては、改正児童虐待防止法及び改正児童福祉

法を踏まえ、国民一人ひとりが児童虐待問題についての理解をより一層深め、主体的

な関わりをもっていただくための意識啓発を図るとともに、市町村や民間団体などの

関係者が連携を強化し、効果的な取組を進めていただくための情報交換・情報共有等

を図ることを目的として、標記フォーラムを開催します。 
 

２．主  催 

  厚生労働省 
 

３．協  力 

  埼玉県、さいたま市 
 

４．後  援（予定） 

  読売新聞社、内閣府、警察庁、法務省、文部科学省 ほか 
 

５．開催日時（２日間）

  平成１７年１１月２２日（火） １３：００～１７：００ 

２３日（水）  ９：３０～１３：００ 
 

６．会  場【さいたま新都心】 

  １日目：ホテルブリランテ武蔵野・エメラルド【開会セレモニー・基調講演・ 

パネルディスカッション】 

      ラフレさいたま・多目的ホール【交流会】 

  ２日目：ラフレさいたま・多目的ホール他【１～４分科会、全体会】 

With You さいたま（埼玉県男女共同参画推進センター）・セミナー室 

【５～６分科会】 
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７．参 加 者（定員） 

  ５００名程度 【手話通訳有】 
 

８．参 加 費 

  無 料 （※託児利用料及び交流会参加費は別途徴収） 
 

９．プログラム 

 【１１月２２日（火）：１日目】 

○ 開会セレモニー（13：00～13：20） 

・開会挨拶《厚生労働大臣、埼玉県知事他》、祝辞 

・「児童虐待防止推進月間」標語公募における最優秀賞の授与 

○ 基調講演（13：20～14：30） 

    ・大日向 雅美氏（恵泉女学園大学教授） 

○ パネルディスカッション（14：45～17：00） 

「地域ですべての子どもと子育てを支え、見守る」社会づくりに向けて 

 ～市町村を中心とした虐待予防のセーフティネットをどう構築してい 

くのか～ 

 《コーディネーター》 

     ・原田 正文氏（大阪人間科学大学教授、精神科医、ＮＰＯ法人こころの

子育てインターねっと関西代表） 

    《パネリスト》 

・桑原 教修氏（児童養護施設 舞鶴学園施設長） 

・坂本 純子氏（ＮＰＯ法人新座子育てネットワーク代表） 

・中板 育美氏（国立保健医療科学院公衆衛生看護部研究員） 

・馬場 京子氏（北九州市八幡東区主任児童委員） 

○ 交流会（17：30～19：30） 
 

【１１月２３日（水）：２日目】 

○ 分科会（６分科会構成）（9：30～12：00） 

〔第１分科会〕“地域における子育て支援に求められる役割とは” 

 《コーディネーター・事例報告者》 

     ・浅井 春夫氏（立教大学教授） 

    ・小山 一宏氏（与野愛仕幼稚園園長） 

     ・高山 静子氏（地域ぐるみの子育てをすすめるひだまりの会） 

    ・松山 益代氏（我孫子市・慈紘保育園） 

・森田 圭子氏（ＮＰＯ法人わこう子育てネットワーク代表） 
 

〔第２分科会〕“虐待予防における保健・医療機関と福祉機関（児童委員等）の

役割と連携のあり方とは” 

 《コーディネーター・事例報告者》 

     ・但馬 直子氏（滋賀医科大学助教授） 

     ・極楽地 英子氏（芦屋市主任児童委員） 
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     ・山崎 嘉久氏（あいち小児保健医療総合センター総合診療部長） 

・渡辺 好恵氏（さいたま市保健所） 
 

〔第３分科会〕“都道府県（児童相談所）と市町村との連携のあり方とは” 

 《コーディネーター・事例報告者》 

・山縣 文治氏（大阪市立大学教授） 

     ・熊井 利廣氏（杏林大学専任講師） 

・坂入 健二氏（葛飾区青戸子ども家庭支援センター） 

・関根 和夫氏（埼玉県中央児童相談所長） 

     ・角田 雄三氏（大阪府中央子ども家庭支援センター企画情報室長） 
 

〔第４分科会〕“要保護児童対策地域協議会（虐待防止ネットワーク）が果た 

す役割と関係機関の連携のあり方とは” 

 《コーディネーター・事例報告者》 

・加藤 曜子氏（流通科学大学教授） 

     ・油谷  豊氏（大阪府吹田子ども家庭センター次長兼虐待対応課長） 

・海老原 夕美氏（弁護士、ＮＰＯ法人埼玉子どもを虐待から守る会代表） 

     ・笹井 康治氏（沼津市子育て支援課こども相談係長兼主任社会福祉主事） 

     ・西村 友司氏（大阪府摂津市教育委員会人権教育室長） 
 

〔第５分科会〕“家族の再統合や家庭の養育力の再生・強化に向けた保護者へ 

の支援・治療のあり方について” 

 《コーディネーター・事例報告者》 

・奥山 眞紀子氏（国立成育医療センターこころの診療部部長） 

・安部 計彦氏（西南学院大学助教授） 

・犬塚 峰子氏（東京都児童相談センター治療指導課長） 

・鹿毛 弘通氏（児童養護施設 星美ホーム ファミリーソーシャルワーカー） 

・平岡 篤武氏（静岡県中央児童相談所） 
 

〔第６分科会〕“在宅支援サービスを含めた社会的養護の環境整備のあり方に 

ついて” 

 《コーディネーター・事例報告者》 

・村井 美紀氏（東京国際大学人間社会学部助教授） 

・桑原 教修氏（児童養護施設 舞鶴学園施設長） 

・水谷 暢子氏（浜松乳児院施設長） 

・山中 ゆりか氏（専門里親） 
 

○ 全体会（12：15～12：55） 

  各分科会ごとに報告していただき、全体の総括を行います。 

○ 閉会セレモニー（12：55～13：00） 

 

   ※ 市町村や民間団体の児童虐待防止に向けた取組状況をパネル等で展示  
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10．申し込み方法 

  別紙参加申込書に必要事項をご記入のうえ、ＦＡＸか郵送又はＥメール(添付)に

てお申し込みください。 
 

11．託児の申し込み 

  １歳６か月から就学前までのお子さんをお預かりします。（定員：各日２０名、先

着順）託児のご希望がある場合には、必ず事前に参加申込書に必要事項をご記入の

うえ、お申し込みください。 

  ※ 子ども１人、１日につき３００円（保険料を含む。）です。着替え、おむつ 

   等必要なものは、各自ご持参ください。 
 

12．申し込み締切 

 平成１７年１１月７日（月）【必着】  

（締め切り以降は、電話にてお問い合わせください。） 
 

13．参加証の送付 

  本人宛に参加証（はがき）を送付いたします。当日は、この参加証を持参してお

越しください。（会場の関係で、分科会を調整させていただく場合があります。） 

  なお、１１月１４日（月）までに参加証が届かない場合には、下記までお問い合

わせください。 
 

14．会場へのアクセス 

 
 

15．お申し込み・お問い合わせ先 

  〒100-8916 東京都千代田区霞が関１－２－２ 厚生労働省内 

  「子どもの虐待防止推進全国フォーラム in さいたま」事務局 宛 

   TEL. ０３－５２５３－１１１１ （内線 ７９４６又は７７９９） 

   FAX. ０３－３５９５－２６６８ E-mail：jidousoudannetwork@mhlw.go.jp

ラフレ さいたま

（３Ｆ、４Ｆ）

【ホテルブリランテ武蔵野・ 

Ｗｉｔｈ Ｙｏｕ さいたま】

○ＪＲさいたま新都心駅（京浜東北線・ 

高崎線・宇都宮線）より徒歩５分 

○ＪＲ北与野駅（埼京線）より徒歩６分 

 

【ラフレ さいたま】 

○ＪＲさいたま新都心駅（京浜東北線・ 

高崎線・宇都宮線）より徒歩７分 

○ＪＲ北与野駅（埼京線）より徒歩 10 分

 

＊駐車場は、ホテルブリランテ武蔵野・ 

 ラフレさいたま・周辺駐車場（いずれ 

 も有料）が利用できますが、混雑が予 

想されますので、公共交通機関をご利 

用ください。 

ホテルブリランテ 

武蔵野（２Ｆ） 

With You さいたま 

（４Ｆ） 
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